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豊田市

農業委員会だより
今ある農地を活かし、守り、残す、
農地利用の最適化を進めるために
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御船地区で、超湿田対策に苦慮する農家の現場確認調査を行いました。
　この地区の担い手・山田宏之さんから実情をお聞きしました。地区農業委員会（猿投・藤岡・石野・保見）で、ぬかるみ水田対策を課題として検討します。



　

農
業
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
高
め
る
共

同
活
動
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。
大
別
し

て
２
種
類
あ
り
、
①
農
地
維
持
支
払
は
、

水
路
・
農
道
・
た
め
池
等
の
法
面
の
草
刈

を
主
目
的
に
し
た
基
礎
活
動
。
②
資
源
向

上
支
払
は
、
農
業
施
設
の
補
修
や
多
様
な

共
同
活
動
、
農
業
施
設
の
長
寿
命
化
活
動

で
す
。

●
三
本
立
て
の
制
度

多面的機能支払

中山間地域等
直接支払

環境保全型
農業直接支払

国
の
各
制
度
に
対
す
る

予
算
額
の
規
模
で
比
較

約 486 億円

約 261 億円

約 24 億円

■
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

■
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

■
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金

　

農
業
生
産
条
件
の
不
利
を
補
正
す
る
こ

と
に
よ
り
、
将
来
に
向
け
て
農
業
生
産
活

動
を
維
持
す
る
た
め
の
活
動
を
支
援
す
る

制
度
で
す
。

　

化
学
肥
料
等
を
５
割
減
ら
す
取
組
と
併

せ
、
地
球
環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
営
農

活
動
へ
の
支
援
制
度
で
す
。

直
接
支
払
制
度
の
全
体
像
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特集 ①

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
と
は
？

令
和
２
年
度
か
ら
、
第
５
期

対
策
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

■
５
年
単
位
で
制
度
が
更
新
さ
れ
、
21
年
目
に

な
り
ま
す
。
制
度
の
仕
組
み
や
交
付
金
単
価
は

第
４
期
と
同
じ
で
す
が
、
協
定
農
用
地
の
将
来

像
並
び
に
協
定
農
用
地
を
含
む
集
落
全
体
の
将

来
像
・
課
題
・
対
策
に
つ
い
て
、
協
定
参
加
者

が
話
合
い
を
通
じ
て
作
成
す
る
「
集
落
戦
略
」

が
第
５
期
で
は
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
集
落

戦
略
を
作
成
し
な
い
場
合
は
、
交
付
金
単
価
の

８
割
（
基
礎
単
価
）
に
、
作
成
し
た
場
合
は
10

割
（
体
制
整
備
単
価
）
と
な
り
ま
す
。

■
集
落
戦
略
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
」
や
、
農
業
委
員
・
推

進
委
員
の
農
地
利
用
最
適
化
活
動
と
連
携
し
て

行
う
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

生
産
条
件
不
利
な
中
山
間
地
農
地
を

守
る
活
動
を
支
援
す
る
制
度

対象農地面積合計　 約７７５ha
集落協定団体数    １４４団体

　交付金 １０a 単価

地目 区　分 単価金額

田

急傾斜

（ １/20 以上）
２１，０００円

緩傾斜
（ １/100 以上）

８，０００円

畑

急傾斜
（ １５°以上）

１１，５００円

緩傾斜
（ ８°以上）

３，５００円

＊集落戦略作成がないと８割の単価になります。

稲武

旭

小原

藤岡

石野

足助

松平

下山

中山間地域外

▲集落協定団体が存在する
　町名を表示した地図です。



■
花
沢
町
２
区
で
は
、
協
定
面
積
13‌

ha
、
構
成

員
23
人
で
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制

度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
主
に
鳥
獣
害
対
策
活

動
に
活
用
し
て
お
り
、
シ
カ
侵
入
防
止
柵
の
設

置
や
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

■
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
も
、
草
刈
り

な
ど
農
地
維
持
の
基
礎
的
活
動
だ
け
利
用
し
て

い
ま
す
。
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制

度
は
交
付
金
単
価
も
高
く
、
色
々
な
こ
と
に
役

立
て
ら
れ
る
の
で
非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

■
一
番
大
き
な
課
題
は
、
担
い
手
が
減
っ
て
き

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
構
成
員
が
減
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
今
農
業
を
や
っ
て
い
る
人
が
や
れ

な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
？
。
５
年
後
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
？
、
現
状
維
持
し
て
い
く

こ
と
だ
け
で
精
一
杯
の
厳
し
い
状
況
で
す
。

■
中
山
間
地
特
有
の
難
点
を
抱
え
な
が
ら
、
そ

し
て
何
よ
り
も
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
中
、
今

後
も
農
地
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
を
う
ま
く
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

集落協定地区別概要

地　　区 団体数 対象面積 交付金額

稲武 １９ 84 ha １，４２１万円

旭 ２４ 138 ha ２，０１２万円

小原 １９ 58 ha ６３９万円

藤岡 １０ 84 ha ７３０万円

石野 ４ 19 ha １７７万円

足助 ３１ 137 ha １，８６７万円

松平 １９ 86 ha １，３５５万円

下山 18 169 ha ２，０４１万円

合　計 １４４ 775 ha １億 ２４２万円

―３－

地区別代表的団体概要

地　　区 団体名 対象面積 交付金額

稲武 大野瀬 １８ ha ４４０万円

旭 伊熊 １２ ha 205 万円

小原 小原北篠平郷 4 ha ５2 万円

藤岡 深見 １３ ha １１6 万円

石野 成合 5 ha ６３万円

足助 霧山 7 ha １４5 万円

松平 松平 １３ ha ２１９万円

下山 羽布 ２４ ha ３９６万円

■
平
成
30
年
度
の
第
４
期
の
途
中
か
ら
本

制
度
に
参
加
し
、
現
在
で
約
３
年
が
経
過

し
ま
す
。
私
が
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
に
就
任
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
遊
休

農
地
解
消
の
た
め
の
何
か
補
助
制
度
の
よ

う
な
も
の
が
な
い
か
、
市
農
政
課
に
尋
ね

た
と
こ
ろ
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

（
以
下
「
直
払
制
度
」）
を
知
り
ま
し
た
。

大
坪
町
内
の
多
く
の
農
地
所
有
者
の
賛
同

を
得
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
参
加

者
は
29
名
、
協
定
面
積
は
約
7.6‌

ha
で
、
集

落
全
体
の
取
組
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

■
さ
ら
に
こ
の
活
動
で
の
知
見
を
糧

に
、
令
和
元
年
度
よ
り
多
面
的
機
能
支

払
制
度
に
も
新
た
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
交
付
金
を
活
用
し

て
、
年
３
回
、
農
道
や
水
路
の
維
持
・

修
繕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
第
４
期
途
中
か
ら
参
加

多
面
的
機
能
支
払
制
度
に
も
参
加

遊
休
農
地
解
消
に
成
果鈴木順三

農地利用最適化推進委員

（大坪町）

旭
地
区　
　
大
坪
町
集
落
協
定

下
山
地
区　 

花
沢
２
組
集
落
協
定

構
成
員
不
足
が
課
題

農地利用最適化推進委員
近藤清彦

（花沢町）

共
同
活
動
で
遊
休
農
地
解
消
と
防
止

■
直
払
制
度
へ
の
参
加
を
契
機
に
集
落
で

共
同
活
動
の
体
制
を
作
り
ま
し
た
。
私
た

ち
の
集
落
で
は
年
３
回
（
４
月
・
６
月
・

８
月
）、
集
落
内
の
会
員
に
周
知
し
、
集

ま
っ
た
人
で
高
齢
化
や
地
主
不
在
で
荒
れ

■
直
払
制
度
の
対
象
農
地
は
、
今
後
も

耕
作
で
き
る
農
地
を
選
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
対
象
農
地
が
遊
休
農
地
化

し
て
し
ま
う
と
、
交
付
金
を
返
還
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
農
地
の
営
農
条
件

や
、
今
後
の
高
齢
化
・
担
い
手
の
減
少

等
を
前
提
に
考
え
な
が
ら
、
集
落
の
中

で
「
守
る
べ
き
農
地
」
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

守
る
べ
き
農
地
を
明
確
に

て
し
ま
っ
た
農
地
の
草
刈
り
・
耕
起
等

の
農
地
維
持
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
や

解
消
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

■
自
力
で
は
ど
う
し
て
も
解
消
で
き
な

か
っ
た
遊
休
農
地
が
解
消
さ
れ
た
こ
と

で
、
そ
こ
へ
新
た
に
農
業
を
行
う
人
も

出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
交
付

金
に
つ
い
て
は
、
主
に
共
同
活
動
の
日

当
・
事
務
費
等
の
他
、
集
落
内
の
農
機

具
の
維
持
管
理
費
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
は
自
費
で
賄
っ
て
い
た
た

め
、
農
地
所
有
者
の
負
担
も
か
な
り
軽

減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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特集 ②

「
多
面
的
機
能
支
払
制
度
」
と
は
？

水
路
・
農
道
等
の
維
持
保
全
を

基
礎
に
、
幅
広
い
活
動
が
特
徴

■
平
成
26
年
度
に
、
旧
「
農
地
・
水
保
全
管
理

支
払
交
付
金
制
度
」
が
整
備
拡
充
さ
れ
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
水
路
・
農
道
等
の
管
理
を
地
域

で
支
え
る
た
め
の
基
礎
活
動
に
対
す
る
支
援
が

①
農
地
維
持
支
払
交
付
金
で
す
。
こ
れ
を
基
礎

に
資
源
向
上
支
払
交
付
金
が
あ
り
ま
す
。　

■
資
源
向
上
支
払
交
付
金
に
は
、
２
段
階
あ

り
、
②
地
域
資
源
の
質
的
向
上
を
図
る
共
同
活

動
と
、
③
施
設
の
長
寿
命
化
の
た
め
の
共
同
活

動
が
あ
り
ま
す
。

対象農地面積合計　 約２，５５３ha
活動組織団体数　 ７７団体

■
活
動
の
広
域
化
・
組
織
強
化
等
の
加
算
措
置
、

甚
大
災
害
時
の
組
織
間
交
付
金
の
融
通
等
毎
年

改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
改
正

で
は
、
草
刈
機
等
機
械
使
用
の
安
全
性
を
高
め

る
研
修
会
の
開
催
が
、
年
１
回
以
上
義
務
で
す
。

作
業
の
安
全
研
修
実
施
が
必
須

■
②
の
地
域
資
源
の
質
的
向
上
を
図
る
共
同
活

動
は
幅
広
い
も
の
で
、
ア
、
施
設
の
軽
微
な
補

修　

イ
、
農
村
環
境
保
全
活
動
で
は
、
生
態
系

保
全
啓
発
活
動
や
景
観
植
栽
活
動
等　

ウ
、
多

面
的
機
能
の
増
進
を
図
る
活
動
で
は
、
獣
害
対

策
、
遊
休
農
地
の
解
消
活
動
等
、
地
域
に
根
ざ

し
た
多
様
な
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

大規模多面的機能支払団体概要

地区 団体名 対象面積 交付金額
交付金種類

団体の特徴
①維持 ②共同

③長寿
　命化

高岡 竹若保全会 ２８５ha ２，５６８万円 ○ ○ ○
平成 29 年４月より、竹上・竹下
・若林の３団体で広域化。各団体
で計画的に草刈を実施している。

高岡
駒場 ・ 堤

保全会
２３８ha ２，２６４万円 ○ ○ ○

平成 29 年４月より、駒場・堤の
２団体で広域化。花植え、稲作体験、
不法投棄パトなど活動は幅広い。

旭
旭地域

資源保全会
１25ha １，１３３万円 ○ ○ ○

旭地区の集落全体で構成されてい
て、事務や工事は、旭土地改良区
が取りまとめて実施している。

保見
保見農地

環境保全会
１０９ha ９２２万円 ○ ○ ○

平成 31 年４月より、保見・東保
見・篠原の３団体で合併。遊休農
地発生予防と保全管理に力を入れ
て活動している。

高岡
前林

環境保全会
９８ha ８１５万円 ○ ○ ○

土地改良管理区を主体として組織
し、地域との共同活動（植栽、ク
リーン活動）も盛んに取組む。

高岡
環境保全会

高岡
５７ha ４５５万円 ○ ○ ○

土地改良管理区を主体として組
織、圃場整備後の老朽化した水路・
農道の補修を計画的に取組む。

地区別多面的機能支払団体数
地区 団体数 対象面積 交付金額

平
野
部

上郷 １１ ４５３ha ２，８５４万円

高岡 １５ １，０７７ha ８，７６０万円

豊田 ７ １９９ha １，２７１万円

高橋 ４ 60ha ２１５万円

猿投 ５ 184ha ７１０万円

保見 ３ 181ha １，２４５万円

中
山
間
地
域

稲武 １ 12ha ３６万円

旭 1(全域） 125ha １，１３３万円

小原 ３ 11ha ７７万円

藤岡 ７ 76ha ２７３万円

石野 ２ 15ha ５５万円

足助 ５ 37ha １７９万円

松平 ８ 56ha ２４５万円

下山 ５ 67ha ４２８万円

合計 ７７ 2,553ha １億７，４８１万円

   多面的機能支払交付金  10a 単価

農地
区分

①農地維
  持支払

②資源向上
　共同支払

①と②を同時
に取組む場合

田 ３，０００円 ２，４００円 ５，４００円

畑 ２，０００円 １，４４０円 ３，４４０円

農地
区分

③長寿命化
①②③を
同時に取
組む場合

その他加算
交付金

田 ４，４００円 ９，２００円 各種加算
措置有り畑 ２，０００円 ５，０８０円

農
業
・
農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮

を
図
る
た
め
の
地
域
の
共
同
活
動
を
支
援
す
る
制
度

＊交付金額は、変更・追加等で異なる場合があります。

▲地区内企業と、もち米栽培を通じて大きな交流活動を実施
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■
平
成
19
年
か
ら
発
足
し
、
私
自
身
は
役
員
を

平
成
23
年
か
ら
務
め
て
い
ま
す
。
環
境
美
化
活

動
を
年
に
２
回
行
い
、
参
加
者
へ
は
交
付
金
を

活
用
し
て
、
飲
物
や
市
指
定
ご
み
袋
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
、
か
ん
が
い
前

の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
整
備
、
用
悪
水
路
の
排
泥
作

業
、
農
道
の
路
肩
や
法
面
の
草
刈
り
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
耕
作
者
に
、
草
刈

り
機
の
刃
を
年
１
回
現
物
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
毎
年
春
に
は
、
地
域
の
子
ど
も
会
や
高
齢
者

ク
ラ
ブ
と
協
力
し
て
、
遊
休
農
地
へ
コ
ス
モ
ス

の
種
ま
き
を
行
い
、
秋
に
写
生
大
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
６
月
に
役
員
が
さ
つ
ま
芋
の

苗
を
植
え
、
秋
に
小
学
生
の
親
子
を
対
象
に
芋

掘
り
大
会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

150

名
程
の
親
子
が
参
加
さ
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

■
今
後
も
、
交
付
金
を
活
用
し
て
農
地
の
保
全

管
理
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
の
交
流
の
場
と
な

る
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

上
郷
地
区　 

渡
刈
環
境
保
全
会

地
域
と
の
交
流
活
動
を
大
切
に

農地利用最適化推進委員
深津峰男

（渡刈町）

高
岡
地
区　 
駒
場
・
堤
保
全
会

広
域
合
併
で
多
様
な
活
動
を
展
開

農地利用最適化推進委員
中野　実

（堤　町）

■
平
成
29
年
４
月
に
駒
場
と
堤
地
区
で
広
域
合

併
し
、
対
象
農
地
面
積
が

200‌

ha
以
上
と
な
り
ま

し
た
。
資
源
向
上
活
動
（
施
設
の
長
寿
命
化
）

交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
施
設
改
修

費
捻
出
に
加
え
、
経
費
削
減
、
機
械
の
共
同
利

用
、
農
村
環
境
保
全
活
動
な
ど
、
長
期
的
で
多

様
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
私
は
平
成
30
年
か
ら
副
代
表
を
務
め
、
環
境

美
化
活
動
、
農
地
周
辺
の
草
刈
り
、
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
、
水
路
の
維
持
管
理
や
修
繕
な
ど
の
活
動

を
約

500

名
の
会
員
と
年
９
回
ほ
ど
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
に
１
回
堤
こ
ど
も
園
の
子
ど
も

た
ち
と
遊
休
農
地
を
活
用
し
た
コ
ス
モ
ス
の
栽

培
を
行
っ
た
り
、
地
区
内
に
工
場
の
あ
る
企
業

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
も
ち
米
の
栽
培
・
収
穫
を

行
い
、
企
業
の
役
員
の
方
も
、
は
ざ
か
け
や
稲

刈
り
に
参
加
す
る
な
ど
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
保
全
会
の
活
動
は
、
農
地
所
有
者
や
商
店
な

ど
、
地
元
の
方
の
協
力
・
理
解
で
活
発
な
活
動

が
可
能
で
す
。
交
付
金
を
活
用
し
、
草
刈
機
の

刈
刃
支
給
、
活
動
参
加
者
へ
の
お
茶
提
供
、
物

品
購
入
や
施
設
の
修
繕
工
事
に
は
地
元
商
店
や

地
元
企
業
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
協
力
関
係
を

深
め
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
代

交
代
な
ど
で
農
業
が
不
慣
れ
な
方
と
も
、
保
全

会
が
一
緒
に
耕
作
し
、
技
術
の
伝
承
が
で
き
る

よ
う
な
活
動
も
考
え
て
い
ま
す
。

▲遊休農地をコスモス畑に変え、秋には写生大会を開催

▲地区内企業と、もち米栽培を通じて大きな交流活動を実施

■
保
見
・
東
保
見
・
篠
原
の
３
町
の
多
面
的
機
能

交
付
金
団
体
が
平
成
31
年
に
合
併
し
ま
し
た
。
長

寿
命
化
交
付
金
を
活
用
す
る
事
が
主
旨
で
、
合
併

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
小
規
模

団
体
の
時
は
施
設
工
事
費
の
捻
出
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
合
併
に
よ
る
全
体
運
用
で
可
能
に
な
り
、

早
速
農
道
改
修
の
大
規
模
事
業
が
で
き
ま
し
た
。

■
運
営
は
画
一
的
に
行
う
の
で
な
く
、
従
来
の
地

区
毎
の
特
徴
を
生
か
し
て
い
ま
す
。
篠
原
地
区
で

は
集
落
全
体
の
獣
害
対
策
用
柵
の
設
置
や
、
猪
檻

に
よ
り
毎
年
数
十
頭
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
。

■
篠
原
地
区
で
も
合
併
後
、
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
草

刈
機
の
使
用
が
で
き
、
遊
休
農
地
発
生
防
止
の
草

刈
り
作
業
が
効
率
的
に
な
り
ま
し
た
。
高
齢
化
等

に
よ
り
、
保
全
会
で
の
遊
休
農
地
対
策
は
重
要
な

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

遊
休
農
地
解
消
に
努
力

保
見
地
区　
保
見
農
地
環
境
保
全
会

農地利用最適化推進委員

（篠原町）
篠田　譲

▲定期的に遊休農地の保全管理を実施
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６
地
区
の
代
表
委
員
が
語
る

農
地
利
用
最
適
化
へ
の
取
組

地
区
農
業
委
員
会
の
活
動
方
針

上郷地区農業委員会

西山弥太郎委員

高岡地区農業委員会

杉浦俊雄委員

■
猿
投
・
保
見
・
藤
岡
・
石
野
の
４
地
区

は
広
域
で
課
題
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
今

年
度
か
ら
地
区
別
の
課
題
解
決
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
特
に
、
昨

年
の
11
月
に
は
、
臨
時
地
区
農
業
委
員
会

を
開
催
し
、
猿
投
の
御
船
地
区
で
、
排
水

困
難
に
よ
り
遊
休
農
地
化
し
つ
つ
あ
る
現

場
の
調
査
確
認
を
し
ま
し
た
。

■
令
和
元
年
に
藤
岡
の
西
中
山
南
部
、
令

和
２
年
12
月
に
猿
投
地
区
の
猿
投
町
、
石

野
地
区
の
成
合
、
保
見
地
区
の
保
見
町
他

４
町
が
、
実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ

ン
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
果
樹
畑
作
地

の
農
地
利
用
最
適
化
の
た
め
の
人
・
農
地

プ
ラ
ン
作
成
に
も
参
画
し
て
い
き
ま
す
。

■
高
橋
地
区
で
は
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
実
質
化
の
た
め
の
話
合
い
を
行
い
ま
し

た
。
地
区
の
課
題
は
主
に
担
い
手
で
す
。

農
業
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
の
農
業

の
受
け
皿
と
な
る
担
い
手
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
プ
ラ
ン
実
現
の
た
め
、
地
域
の
実

情
を
各
委
員
が
充
分
把
握
し
、
農
業
関
係

者
だ
け
で
な
く
、
自
治
区
の
役
員
の
方
に

も
自
主
的
に
働
き
か
け
で
き
る
よ
う
、
地

区
農
業
委
員
会
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
豊
田
地
区
は
市
街
地
に
近
い
た
め
、
開

発
転
用
が
進
み
、
優
良
農
地
の
維
持
が
困

難
で
す
。
農
振
農
用
地
の
集
積
・
集
約
化

の
協
議
や
白
地
の
遊
休
農
地
解
消
を
通
じ

て
、
農
地
を
守
る
話
合
い
を
進
め
ま
す
。

■
今
回
の
地
区
農
業
委
員
会
で
は
若
林
東

町
狸
山
地
区
圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

地
元
推
進
委
員
か
ら
進
捗
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
地
区
は
過
去
に
事
業
化
に
至

ら
な
か
っ
た
経
緯
も
あ
り
、
地
元
の
方
の

事
業
の
実
現
に
向
け
た
強
い
思
い
を
感
じ

ま
す
。
地
区
農
業
委
員
会
と
し
て
も
、
事

業
化
に
向
け
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
し
っ

か
り
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
高
岡
地
区
は
農
地
集
積
・
集
約
は
問
題

な
く
行
え
て
い
ま
す
が
、
作
業
効
率
の
低

い
農
地
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
地
区
農
業

委
員
会
と
し
て
は
引
き
続
き
守
る
べ
き
農

地
の
確
保
や
営
農
の
効
率
化
へ
向
け
た
取

組
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
上
郷
は
他
地
区
と
比
較
し
、
遊
休
農
地

は
比
較
的
少
な
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、

圃
場
整
備
が
近
年
行
わ
れ
て
い
な
い
農
地

に
つ
い
て
は
担
い
手
が
減
っ
て
き
て
お

り
、
と
り
わ
け
耕
作
し
に
く
い
農
地
の
遊

休
農
地
化
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。

■
地
区
農
業
員
会
で
ま
ず
は
長
年
遊
休
農

地
化
し
た
農
地
へ
の
対
策
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
担
い
手
不

足
が
今
後
進
ん
だ
場
合
に
、
遊
休
農
地
が

増
え
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
よ
う
な
農
地
の
管
理
方
法
や
新
た
な

担
い
手
の
確
保
、
更
な
る
農
地
の
集
積
・

集
約
化
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

豊田・高橋地区農業委員会 猿投・保見・藤岡・石野地区農業委員会

稲武・旭・小原地区農業委員会 松平・足助・下山地区農業委員会

■
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
向
け

た
現
状
確
認
」、「
遊
休
農
地
解
消
に
向
け

た
具
体
的
な
活
動
の
検
討
」
を
行
い
ま
し

た
。
特
に
「
遊
休
農
地
の
解
消
」
は
本
地

区
の
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
３
年
の
任
期

の
中
で
何
か
一
つ
で
も
実
績
を
作
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、

地
区
で
特
に
守
る
べ
き
農
地
は
ど
こ
か
を

各
地
区
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

■
ま
た
、
定
住
促
進
の
た
め
の
農
地
活
用

を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
空
き
家

に
付
随
す
る
農
地
活
用
の
相
談
や
指
導
も

地
区
農
業
委
員
会
の
課
題
で
す
。こ
の
他
、

集
落
営
農
組
織
の
設
立
に
よ
る
担
い
手
育

成
も
課
題
と
し
て
取
上
げ
て
い
き
ま
す
。

■
11
月
に
開
催
さ
れ
た
地
区
農
業
委
員
会

で
は
、
集
落
営
農
の
組
織
化
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
ま
た
、
３

地
区
共
通
の
課
題
と
し
て
、
遊
休
農
地
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
、
後
継
者
・
担
い
手

不
足
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■
こ
う
し
た
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
営

農
組
織
の
立
ち
上
げ
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
我
々
委
員
が
い
か
に
集
落
に
溶
け

込
ん
で
、
訴
え
か
け
る
か
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
若
い
世
代
が
集
落

協
定
に
参
加
す
る
よ
う
、
興
味
を
持
つ
働

き
か
け
を
し
た
い
で
す
。
遊
休
農
地
解
消

は
、
今
後
も
地
域
に
働
き
か
け
、
協
力
し

な
が
ら
解
消
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

集落営農組織の立上げと
遊休農地解消に向けて

梅村貢司委員鈴木喜一郎委員

杉田雅子委員 加納一範委員

遊休農地解消が共通課題
３年間で実績を作る

担い手育成に向け、地区
委員が自主的に行動

地区別の課題解決を重視
人・農地プランに参画

遊休農地の解消と
新たな担い手の確保

圃場整備事業の実現支援と
営農効率化の推進

中山間地域直払交付金・「人・農地プラン」作成・集落営農設立等のリーダー役

農業委員・推進委員の活動紹介



－ 7－

‌

■
足
助
地
区
西
樫
尾
町
を
拠
点
に
水
稲
栽
培
の
担

い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の
が
伊
藤
政
和
さ
ん

で
す
。
農
業
委
員
歴
は
２
期
目
に
な
り
ま
す
。
自

作
地
・
利
用
権
設
定
農
地
は
約
３‌

ha‌

で
、
作
業
受

託
農
地
は
約
23‌

ha
の
規
模
で
す
。
足
助
地
区
だ
け

で
な
く
、
離
れ
た
旭
・
稲
武
地
区
ま
で
依
頼
さ
れ

て
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

■
特
別
栽
培
米
で
あ
る
「
赤
と
ん
ぼ
米
」
の
生
産

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
生
産
量
は
約

44
俵
で
し
た
。
赤
と
ん
ぼ
米
生
産
者
グ
ル
ー
プ
の

会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
元
年
か
ら

カ
メ
ム
シ
駆
除
の
省
力
化
の
た
め
、
パ
イ
オ
ニ
ア

的
に
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
操
作
資
格
を
取
得
し
、
防

除
と
操
作
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

現
在
の
経
営
面
積
は
、
約
26‌

ha

「
赤
と
ん
ぼ
米
」
生
産
も
精
力
的
に

中
山
間
地
域
直
接
払
交
付
金
と

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
作
成

■
西
樫
尾
町
の
中
山
間
地
域
直
払
団
体
代
表
と
し

て
長
年
集
落
活
動
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
獣
害

対
策
用
柵
の
設
置
管
理
や
草
刈
作
業
な
ど
継
続
し

て
い
ま
す
。
集
落
協
定
で
遊
休
農
地
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
西
樫
尾
町
と
上
切
山
町
の
話
合
い
を

進
め
、
令
和
２
年
12
月
ま
で
に
２
集
落
の
「
実
質

化
さ
れ
た
人・農
地
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ラ
ン
に
よ
り
集
落
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▲豊田の米 PRポスターに主役として登場しました。

足助地区の中心的担い手として活躍

▲農業委員会委員と大多賀町の遊休農地で、シラネコムギの種まき作業。（令和２年 10 月 13 日とやや遅めでした。）

■
足
助
地
区
は
高
齢
化
に
よ
る
遊
休
農
地
が
増
え

て
い
ま
す
。大
多
賀
町
の
遊
休
農
地
活
用
の
た
め
、

中山間地域直払交付金・「人・農地プラン」作成・集落営農設立等のリーダー役

差
し
迫
っ
た
課
題
は
地
元
の

集
落
営
農
組
合
設
立
の
主
導

■
４
年
程
前
か
ら
西
樫
尾
と
上
切
山
の
営
農
組
織

設
立
の
話
合
い
を
進
め
、
伊
藤
さ
ん
は
こ
の
中
心

的
な
存
在
と
し
て
引
っ
張
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
明
確
に
位
置

付
け
し
た
こ
と
に
よ
り
、
確
実
な
実
現
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
伊
藤
さ
ん
は
、
何
と
し
て
も
実
現
し
た

い
、
農
業
委
員
の
職
務
と
し
て
も
こ
の
課
題
を
解

決
し
た
い
と
決
意
を
固
め
て
い
ま
す
。

足
助
地
区

農
業
委
員

伊藤政和さん
（西樫尾町）

遊
休
農
地
解
消
の
実
践
活
動

大
多
賀
町
で
小
麦
栽
培
試
験

推
進
委
員
の
加
納
一
範
さ
ん
、
宇
井
正
法
さ
ん
ら

と
協
力
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
遊
休
農
地
を
利

用
し
て
、
醤
油
原
料
と
な
る
小
麦
栽
培
の
試
験
を

３
年
前
か
ら
大
多
賀
町
で
行
っ
て
い
ま
す
。
高
冷

地
な
の
で
、
試
作
の
結
果
、
長
野
県
産
の
シ
ラ
ネ

コ
ム
ギ
を
栽
培
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
大
多
賀
町
に
は
廃
校
を
利
用
し
た
醤
油
生
産
会

社
の
仕
込
蔵
が
あ
り
、
地
元
産
の
原
料
で
醤
油
生

産
す
る
こ
と
を
企
業
も
望
ん
で
い
ま
す
。
小
麦
生

産
を
本
格
的
に
手
が
け
、
将
来
足
助
地
区
の
特
産

に
で
き
れ
ば
と
期
待
を
か
け
て
い
ま
す
。

農業委員・推進委員の活動紹介
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■
中
山
間
直
払
・
多
面
的
機
能
制
度
は
、
農
地
利

用
最
適
化
の
た
め
に
大
い
に
役
立
つ
制
度
で
す
。

今
回
の
特
集
で
、
制
度
紹
介
と
実
際
に
活
躍
さ
れ

て
い
る
推
進
委
員
紹
介
を
企
画
し
ま
し
た
。
取
材

し
た
事
務
局
職
員
も
現
場
を
知
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。　
（
会
長　
横
粂　
鈞
）

■
取
材
し
て
原
稿
を
書
く
と
い
う
こ
と
を
、
初
体

験
し
ま
し
た
。
主
観
で
な
く
、
取
材
さ
れ
る
側
の

状
況
を
客
観
的
に
わ
か
り
や
す
く
表
現
す
る
た

め
、
何
度
も
原
稿
を
書
き
直
し
ま
し
た
。
と
て
も

苦
労
し
ま
し
た
…
。
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。　
　
　
（
事
務
局　
神
谷
光
平
）　　

■
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
調
整
区
域
内
転
用
件
数

は
、
第
４
条
（
地
主
が
農
地
以
外
に
利
用
）
が
14

件
で
、
面
積
は
約
４
千
300
㎡
、
第
５
条
（
地
主
以

外
が
農
地
以
外
に
利
用
）
が
167
件
で
、
面
積
は
約

調
整
区
域
転
用
約
14
万
㎡
を
慎
重
審
議

▲新型コロナの感染予防のため、間隔を開け、　　
　全員マスク着用で行いました。

活動記録豊田市農業委員会

農
業
委
員
会
総
会

審
議
概
要
紹
介

■
農
地
法
の
規
定
に
基
づ
き
毎
年
行
っ
て
い
る
市

内
全
筆
の
農
地
利
用
状
況
調
査
を
今
年
度
も
実
施

し
ま
し
た
。
８
月
～
10
月
に
か
け
て
農
業
委
員
・

推
進
委
員
が
現
地
確
認
や
遊
休
農
地
の
所
有
者
に

戸
別
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
新
規
の
遊
休
農
地
は

後
日
、「
農
地
利
用
意
向
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
の
た
め
の
勉
強
会
開
催

14
万
３
千
㎡
で
し
た
。
届
出
制
の
、
市
街
化
区
域

内
転
用
は
、
第
４
条
が
41
件
、
約
２
万
㎡
、
第
５

条
が
168
件
、
約
９
万
６
千
㎡
で
し
た
。

■
農
地
等
を
農
地
と
し
て
売
買
や
貸
し
借
り
す
る

第
３
条
の
件
数
は
55
件
で
、
面
積
は
約
11
万
５
千

㎡
で
し
た
。
そ
の
他
、
納
税
猶
予
の
適
格
者
証
明

９
件
、
生
産
緑
地
の
主
た
る
従
事
者
証
明
９
件
等

を
審
議
し
ま
し
た

■
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
決
定
は
、
約
28
万
１
千
㎡
で
し
た
。
内
、
中
間

管
理
機
構
へ
の
決
定
は
、約
８
万
１
千
㎡
で
し
た
。

農
地
利
用
状
況
調
査
が
完
了
し
ま
し
た

■
11
月
６
日
、
市
役
所
本
庁
舎
に
て
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
実
質
化
を
目
指
す
地
区
の
農
業
委
員
・
推

進
委
員
を
対
象
に
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
最

■
通
例
５
年
に
１
回
の
見
直
し
で
す
が
、
１
年
早

く
実
施
し
た
い
と
市
農
政
課
よ
り
審
議
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
農
地
の
あ
り
方
を
決
め

る
市
の
重
要
な
計
画
で
す
。
９
月
17
日
に
臨
時
役

員
会
、
９
月
23
日
に
農
業
委
員
研
修
会
を
開
催
し

事
前
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
９
月
30
日

の
総
会
に
お
い
て
、
農
地
を
守
る
立
場
で
、
多
く

の
意
見
を
つ
け
て
計
画
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
へ
の
意
見

初
に
農
政
課
よ
り
プ
ラ
ン
作
成
の
解
説
、
愛
知
県

農
業
振
興
基
金
の
岩
橋
講
師
か
ら
農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
た
農
地
集
積
の
講
演
、
続
い
て
実

例
紹
介
と
し
て
、
押
井
営
農
組
合
の
鈴
木
代
表
の

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
終
了
後
の
意
見
交
換
会
で

は
各
委
員
か
ら
は
担
当
す
る
地
区
に
関
し
て
熱
心

な
意
見
と
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

推
進
委
員
・
農
業
委
員

活
動
紹
介

地
区
農
業
委
員
会
を
再
開
し
ま
し
た

め
自
粛
し
ま
し
た
。
11
月
か
ら
再
開
、
さ
ら
に
２

月
開
催
と
、今
後
も
活
動
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。

■
市
内
を
６
地
区
に
分
け
、
各
交
流
館
で
行
な
っ

て
い
ま
す
。
広
い
会
場
利
用
で
、
感
染
予
防
に
留

意
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
自
粛
中
の
活
動
報
告

や
地
区
の
課
題
検
討
、
今
後
の
活
動
方
針
な
ど
活

発
な
協
議
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

■
年
４
回
開
催
予
定
の
地
区
農
業
委
員
会
は
、
５

月
、
８
月
の
２
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た

▲高岡地区農業委員会では、自粛中
　の活動報告が行われました。

農業者年金 PR コーナー

（
６
頁
参
照
）

農業委員会 雑 記
■農業委員会の新型コロナへの基本対応
　昨年の４月に緊急事態宣言が発出された
以後、農業委員会としてのコロナ対応を
行っている。重点業務である農地利用最適
化業務の地区農業委員会は、５月、８月の
開催を中止。また、「当面の間、集会参加・
戸別訪問等対人関係の生じる活動は各自の
判断で自粛する」と会長名で通知した。
　農地転用等審議の農業委員会総会は、直
接申請者の利害に関わるので中止にできな
い。上位機関からの通知もあり議決でき
る過半数以上出席の自粛総会方式で対応
した。4～ 8月まで自粛方式とした。９～
11 月のみ通常総会ができたが、12 月から
は再度の自粛方式をとっている。
■地区農業委員会は今後も開催を予定
　可能な業務は相当の自粛体制をとってい
る。しかし、重点業務として地区農業委員
会は開催を予定したい。昨年の 11 月は開
催した。今年の 2 月も開催予定。業務遂
行と感染予防とのバランス、「with コロナ」
と言われる中での新しい業務対応を模索す
ることになる。これからの動向を見極めな
がら、何が最善か模索を続ける。

( 農業委員会会長　横粂　鈞）

会長

1 月 26 日 : 記


